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■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 実用新案　登録第3194210号

仮囲いに取り付けるお知らせ看板を電子化することにより、労務の省人化を
図る事例。
従来の手書きの物から液晶にて表示するもので、入力は専用ソフトをインス
トールしたパソコンで、ネットワーク接続を行えば事務所にいながら表示内容
を変更できるため、現場との往復が削減でき時短の実現。 特　徴

・
効　果

・
メリット

【労務】
・現地に行っての書き換えがなくなるため、時短となり残業時間の減少。
・無線によってデータを受信できるため、事務所にいながら内容を変更でき
る。（無線設備のない場合はＳＤカードを差し込み表示することができる。）
【特徴・メリット】
・人通りが多い場所や夜間工事が多い現場に適してる。
・雨などで文字が消えるやテプラーマグネットのようにズレない。
・伝えたい情報を、日中でも鮮明に表示される。スリープ機能内蔵。
・工事用仮囲いにピッタリ収まる設計。違和感がない。
・情報を積極的に公開することで、工事現場のイメージアップに繋がる。
・第三者への情報発信を、効率的に行うことが可能。
・スリープ機能で、第三者に安全関係の注意お願いを文書で発信できる。
・お客様（施主）から依頼される情報も発信できる。

適用条件
万能鋼板による仮囲いを設置していること。（電子板に合わせて切欠き）
100Vの電源が確保できること。

Phase5(施工）

メーカー等
㈱クローバー
ジャパンギャランティサービス㈱（その他のコンテンツ表示例)

備　考 　――――

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

その他のコンテンツ表示例


